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新型コロナウイルス発症のリスク
も下がり，デスクワークもリモート
化，オンライン会議などは定着し，
電子データでの会計処理化など，よ
り電子化，効率化を求めた社会に
なっている状況であります。建設現
場でも，人手不足の解消，作業の効
率化，安全対策などの取組みがさら
に進められている状況です。本号の
テーマは先端建設技術であります。
AI や画像センサ，LiDAR 距離計な
どを使用した，建設現場での遠隔操
作，自動化運転，建設機械の実証実
験，開発の状況などを紹介していま
す。人の操作で行っている作業を，
各センサによる検出，認識で操作指
令を出すなど，様々な状況を網羅す
る技術の進歩は加速してきている状
況です。巻頭言では筑波大学の油田
名誉教授にご執筆をいただきまし
た。自動運転の難しさ，人と仕事の
分担をどうするかを述べられていま
す。実際に現場で起こる様々な状況
を全て認識，予想することはまだ完
全にできない状況です。機械が判断
できない状況になった場合，どう対

応するかが主題となるのではないで
しょうか。よりセンサ類の精度を上
げ，リスクを下げ，機械が自ら判断
して機能を停止するなどの精度が求
められてきますが，反面，機器設定
のコスト高額化も考慮しなければな
りません。操作スキルも上げること
が必要となってきます。人材も減少，
高年齢化が進み，簡単な操作で作業
できないと，せっかくの機能も行え
なくなってしまいます。人材の育成
も非常に大きな課題であります。財
政難で公共事業費が縮小されて，十
分な人員と予算を確保できない中，
行政機関，大手建設会社，建設機械
メーカーによる遠隔化，自動化，自
立化はまさに進めていかなければは
ならない機能となっています。各社
様々な協業を行い，技術を進歩させ
ておりますが，共通ルールの作成も
必要となると思います。人が建設現
場でどうすれば効率的になるかは各
社同じ問題です。いかにアナログな
作業を変えることができるか，いか
に効率的に作業できるかによると思
います。最後になりますが，貴重な
お時間を割いていただき，ご執筆い
ただいた方々にこの場を借りて厚く
御礼申し上げます。

 （宮川・大竹）

1 月号「建設機械特集」予告
・建設機械施工分野の最新取組　・中小企業イノベーション創出推進事業（SBIR）　・0.28 m3 油
圧ショベル用マシンガイダンスと安全機能　・フル電動ミニショベルの研究　・新型ミニショベ
ル 3.0 tと3.5 t の商品紹介　・ホイール式油圧ショベル ZX125W-7　・後方超小旋回型マテリアル
ハンドリング機　SH235XLC-7　・大型油圧ブレーカによる破砕作業の効率化～ 100 t 級油圧ショ
ベル用ブレーカ Fxj1070αの開発　・TS160-3Guardman　・不整地運搬車　MST110C　・設置占
有幅削減と作業領域拡大を実現する新型橋梁点検車　・大型トラック搭載型クレーン『ユニック
クレーン 新型 G-FORCE』　・新型ラフテレーンクレーン～最大つり上げ荷重 25 t　SR-250Rf Ⅱ
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